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【スライド11：Forum in Greece 1995（1）［書道を楽しむフォーラム参加者］】
これで、フォーラムがずっと世界中で続きました。






【スライド13：Forum in Japan 2001（1）［登壇者が舞台で挨拶］】
これは日本でフォーラムをやりました。
【スライド14：Forum in Japan 2001（2）［大須賀発蔵先生のレクチャー］】
これが大須賀発蔵先生です。日本仏教の中におけるパーソンセンタード的な
考え方というのを、すごく熱心に皆さんに話してくださいました。






















【スライド18～19：Forum in Japan 2001（6）～（7）［小料理屋で談笑する外
国人フォーラム参加者と畠瀬 稔・直子夫妻］】
これは日本の小料理屋です。皆さん満足そうです。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































南山大学人間関係研究センター 2019 年度 第 2 回公開講演会 
「PCA の道：源流をたどる」参考資料 
2019 年 12 月 15 日 




① 哲学志向からカウンセリリングへ ロジャースの魅力 「PCA を生きる」
② 京大教育相談室・教育心理学講座（1958）・臨床心理学講座（1964）胎動・ 正木正・
倉石）精一が教授。畠瀬稔との出会い・実質の指導者
③ 畠瀬稔・阿部八郎編訳「来談者中心療法の発展と現況」（1964）分担訳 「This is Me」





① ロジャースの来日 1961 京大での講演 大甕ワークショプ 東大グループとの交流
（佐治守夫・山本和郎・越智浩二郎）
② 1965 河合隼雄の登場・インパクト
Ⅲ PCA を生きる・EG 体験・CSP 留学体験




④ 私の CSP 体験・アメリカ体験
⑤ 時代精神 静かな革命家としてのロジャース
Ⅳ 私のジェンドリン体験（1972）フォーカシングを生きる
① シカゴのチェンジズ訪問（1973）
② ジェンドリン夫妻を日本へ招待（1978）（1987）
③ 村山正治・都留春雄・村瀬孝雄で「フォーカシング」翻訳
④ １９８０以後 池見陽らと九州地区中心の活躍、日本フォーカシング研究会、さらに日
本フォーカシング協会設立へ
Ⅴ 大転換期に生きる・私のこれからの方向
① 新しいパラダイムの探索 静かな革命論の継承
村山正治氏 当日配布資料
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② 新しい事例検討法 PCAGIP（ピカジップ）（2012）の開発と展開
③ 新しいＥＧ観による PCAG（2014）の開発と展開
村山追記：時間の都合で当日配布したレジメのⅠ-Ⅱまでを中心としてお話ししました。
Ⅲ、Ⅳ、Ⅴには触れることができませんでした。ここにレジメを掲載させていただき、
参考資料として提供させていただきました。 
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